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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像伝送機能付電話端末から接続要求を受け付け、当該画像伝送機能付電話端末から当
該画像伝送機能付電話端末の発呼番号を取得し、当該画像伝送機能付電話端末との間で呼
を接続する回線接続部と、
　上記回線接続部が画像伝送機能付電話端末との間で呼を接続した場合、複数の多地点制
御装置の各多地点制御装置からテレビ会議の実行が開始されて実行途中のテレビ会議の内
容と当該実行途中のテレビ会議を実行している多地点制御装置とを表すテレビ会議情報を
複数取得する開催中会議情報取得部と、
　上記開催中会議情報取得部により取得された複数のテレビ会議情報を上記回線接続部を
介して上記画像伝送機能付電話端末へ送信し、上記画像伝送機能付電話端末のユーザが参
加するテレビ会議のテレビ会議情報をユーザに選択させる画像処理部と、
　上記画像処理部が送信した複数のテレビ会議情報の中から上記ユーザにより選択された
テレビ会議情報を上記画像伝送機能付電話端末から受信し、
　受信したテレビ会議情報により表された上記ユーザが参加するテレビ会議を実行してい
る多地点制御装置へ、上記画像伝送機能付電話端末の発呼番号を送信し、上記発呼番号を
送信したことに対する応答として上記多地点制御装置から上記ユーザが参加するテレビ会
議に接続するための電話番号を受信し、
　上記画像伝送機能付電話端末との間の呼を上記受信した電話番号に対して転送し、上記
画像伝送機能付電話端末のユーザを上記ユーザが参加するテレビ会議に参加させる転送処
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理部と
を備えたことを特徴とする任意参加中継装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、複数の遠隔地の参加者間からの情報を回線経由で交換して画像会話を行う
テレビ会議システムへの参加に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の多地点テレビ会議は、会議に参加する場合、会議の主催者があらかじめ会議に参
加する端末を登録していた。そのため、主催者が知っている端末しか多地点テレビ会議に
参加できず、不特定のメンバーが参加する、チャットルームのようなものを多地点テレビ
会議で実現することは考えられていなかった。これは、多地点制御装置（Ｍｕｌｔｉ－ｐ
ｏｉｎｔ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｕｎｉｔ；　ＭＣＵ）上で複数の会議が開催されている場合
に、会議に参加すると登録されていない端末からＭＣＵへ接続要求があっても、ＭＣＵが
どの会議へ接続していいのかわからないためである。
　また、特許文献１では、多地点テレビ会議へ参加する時に、登録されている端末から画
面を見て開催中のテレビ会議への参加を選択して、途中からの参加要求を出すことが出来
る方法が提案されている。
　しかしながら、上記従来の多地点テレビ会議への参加システムでは、先ず端末が登録さ
れている必要があると共に、ＭＣＵでの多地点テレビ会議が複数ある場合、つまり複数の
ＭＣＵがある場合に、テレビ会議参加者が参加したい多地点テレビ会議がどのＭＣＵ上で
開催されているかを次々に検索するする必要がある。
【特許文献１】特開平８－３２９４９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　そもそも現在のテレビ会議は、予め登録された複数の端末間をＭＣＵ装置で結んで画像
情報を共有する方式であり、開かれたテレビ会議で自由に任意の端末が好みのテレビ会議
に参加して画像会議情報を交換して楽しむ方式は考えられていなかった、という課題があ
る。
【０００４】
　この発明は上記の課題を解決するためになされたもので、不特定多数の端末からの要求
で、任意のテレビ会議が開催できる装置、システムを得る。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　この発明に係る任意参加中継装置は、複数の多地点制御装置から開催中のテレビ会議情
報を得る開催中会議情報取得部と、
　上記開催中会議情報取得部により得られたテレビ会議情報の中から、画像伝送機能付電
話端末が選択したテレビ会議への参加申し込みを受けて、この選択されたテレビ会議を開
催中の上記多地点制御装置へ、上記画像伝送機能付電話端末が上記多地点制御装置と画像
通信を行う情報を転送する転送処理部、とを備えた。
【発明の効果】
【０００６】
　この発明は上記のように構成されており、不特定のテレビ機能付電話端末から開催中の
テレビ会議容易に選択して参加できる効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　実施の形態１．
　不特定多数の端末から、開催されている任意のテレビ会議に参加できる任意参加中継装
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置、任意参加テレビ会議システムを説明する。
　図２はこの発明の任意参加テレビ会議システム全体を示す構成図である。図において、
（任意参加）中継装置１０が重要な新規装置であり、インターネットや公衆網等の通信網
４０に接続されている。また多地点制御装置（ＭＣＵ）２０，２１も、通信網４０に接続
されており、更に画像伝送機能付ＴＶ（テレビ）電話端末１　３０、ＴＶ電話端末ｎ　３
１等も通信網４０に接続されている。これらのＴＶ電話端末３０，３１はＩＳＤＮやＩＰ
網などに繋がるテレビ画像が送れる固定電話形式のものと、オンライン画像伝送またはＴ
Ｖ電話機能付きの携帯電話などがある。
【０００８】
　図１は中継装置１０の内部の詳細を示す内部構成図であり、図において、回線接続部１
１はＩＳＤＮやＩＰ網等の、ＴＶ電話の呼を伝えるネットワーク（通信網４０）に接続す
る部分である。転送処理部１６は電話の呼をＭＣＵ２０やＴＶ電話端末３０，３１等の他
の電話へ転送制御する部分である。ＭＣＵ接続部１５は、ＭＣＵと接続してＭＣＵとの間
で、実行中の会議情報や接続するＴＶ電話端末の情報などをやり取りする部分である。こ
の図では回線接続部１１とは別の接続部となっているが、回線接続部１１を経由してＭＣ
Ｕと接続する構成であってもよい。開催中会議情報取得部１４は、ＭＣＵ接続部１５を介
してＭＣＵ上で現在開催されているテレビ会議の情報を取得して、それらの情報を表示す
る。複数のＭＣＵがある場合は、それらを別のテレビ会議情報として一覧中に分けて表示
する。画像処理部１３は、開催中会議情報取得部１４から会議の開催情報を得て、中継装
置１０に閲覧のため接続してきたＴＶ電話端末３０，３１等に対して現在行われているテ
レビ会議の一覧情報を画面上に表示する画像を作成する。チャット選択部１２は、ＴＶ端
末３０等からのどのテレビ会議への参加申し込みかを記憶する。
【０００９】
　次にＴＶ電話端末１　３０からテレビ会議へ参加する動作について、シーケンスを示す
図３、画像処理部１３の詳細と開催中会議情報取得部１４の詳細を示す図１、中継装置１
０の動作を示すフロー図の図４，５及び画面表示具体例を示す図６に基づいて説明する。
　中継装置１０は、記載していないが内部にプロセッサとメモリがあり、メモリ上に記憶
されたプログラムにより上記各構成要素の機能を実行している。図４のステップ（以後ス
テップの記述を省略する）Ｓ６１で、ＭＣＵ接続部１５から内部のＭＣＵ一覧情報部１４
１に記憶されている全てのＭＣＵに接続する。そして回線接続部１１ではＳ６２で、絶え
ずＴＶ電話端末からの接続があるかをチェックしている。
　ユーザは、ＴＶ電話端末３０を使い、中継装置１０に対して電話をかける。中継装置１
０はＴＶ電話端末３０からの接続を受けると、先ず図４のＳ６３、つまり図３のシーケン
スＳ４３で、そのＴＶ電話端末３０の発呼番号を取得する。また、開催中会議情報取得部
１４がＳ４１ａでＭＣＵ２０に問合せ、またＳ４１ｂでＭＣＵ２１に問合せて、Ｓ４２ａ
でＭＣＵ２０から現在テレビ会議を開催中のチャット情報を取得し、またＳ４２ｂでＭＣ
Ｕ２１からチャット情報を取得して、Ｓ６４で開催中のチャット一覧を知る。そしてＳ６
５で情報を渡された画像処理部１３は、Ｓ６６で情報を例えばテキスト形式にして、端末
から見ることができる中継装置内の表示画面に図６に例を示す形式で開催中チャット一覧
を表示する。この例では、４つのＭＣＵから開催中（実行中）である、映画、野球、カラ
オケ、それに天気に関するテレビ会議をそれぞれ集めて一覧表示している。この情報がＳ
６７、つまり図３のＳ４４でＴＶ電話端末側に送信さる。ＴＶ電話端末３０においてこの
画面を見て、現在開催中のテレビ会議を知ることができる。
【００１０】
　なお、中継装置１０は、予め定期的にＳ４１ａ，Ｓ４１ｂ等のＳ４１で実行中チャット
一覧取得シーケンスを実行して、Ｓ４２で実行中チャット情報を得て実行中のテレビ会議
を一覧画面表示しておくことでもよい。この場合は、Ｓ４３のＴＶ電話端末からの問合せ
シーケンスに対して、直ちにＳ４４のチャット一覧画面を送ることができる。
　ユーザはＴＶ電話端末３０上で図５のＳ６８で、ＤＦＭＴ信号などを使って、表示され
た一覧の中から参加したいチャット（テレビ会議）を選択する。選択の方法は、例えば、
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２，４，６，８の数字キーでカーソル移動し、５の数字キーで選択する方法などが考えら
れる。図６の例では、上下にカーソルを動かして４つのテレビ会議の中から５人が参加し
ているカラオケを、例えば５の数字キー押下による「決定」で選択している。図５のＳ６
９、つまりＳ４５で転送処理部１６のＴＶ電話端末電話番号取得部１６１がＴＶ電話端末
３０からの選択信号を受信すると、中継装置１０はＳ７０、Ｓ４６で、ＭＣＵ２０に対し
てチャットに参加する端末番号としてＴＶ電話端末３０の発呼番号を伝える。その応答と
してＭＣＵ２０はＳ４７で、目的のチャットに接続するための電話番号を中継装置１０へ
渡す。中継装置１０はＳ７１でこれを取得し、Ｓ７２つまりＳ４８で、ＴＶ電話端末３０
との間のＡＶ呼をＭＣＵから渡された番号へ転送する。ＭＣＵ２０はＳ４９で、転送され
てきた電話を着信し、発番号から目的のチャットへ参加させる。
【００１１】
　以上のように、中継装置１０により開催中のテレビ会議を一覧表示し、かつＴＶ電話端
末から選択してきたチャットのＭＣＵへ電話番号を転送する機能を待たせたので、任意の
ＴＶ電話端末を使って任意のチャットへ参加することが可能となる。
【００１２】
　実施の形態２．
　上記の実施の形態では、ＴＶ電話端末から仲介装置に表示された現在開催中のテレビ会
議をみて、任意のチャットを選択して参加する装置とシステムを説明した。次に本実施の
形態では、オペレータサーバ５０を接続してテレビ会議を開催する装置、システムを説明
する。
　図７は、本実施の形態におけるシステム構成を示す図である。図において、図２の接続
形態に加えて、オペレータサーバ５０がＭＣＵまたは通信網４０に接続される。
【００１３】
　次に装置間のシーケンスを示す図８に基づいて各装置が行う動作を説明する。
　先ずＭＣＵ２０によるテレビ会議を行う。勿論、複数のチャットを実行していてもよい
。そして各チャットには、サービス提供者のオペレータサーバ５０がＳ４０ａとＳ４０ｂ
で、１チャットにつき１台ずつ接続され、オペレータサーバ５０経由でオペレータがチャ
ットに参加する。
【００１４】
　ユーザ１はＴＶ電話端末１　３０から中継装置１０ｃに対してＳ４５ｂで電話をかける
。中継装置１０ｃは、ＴＶ電話端末３０との間に電話の呼を確立し、同時にチャットに参
加するユーザ２の電話番号の入力を求める画面を表示する。Ｓ４５ｃでＴＶ電話端末３０
からは、ＤＴＭＦなどを使い、テレビ会議相手のＴＶ電話端末２　３１の電話番号を入力
する。中継装置１０ｃは、ＭＣＵ２０上で実行中のチャットの中から、例えばオペレータ
しか接続していないチャットを選択して、Ｓ４６でＴＶ電話端末３０との間の、電話の呼
をＭＣＵ２０へ転送する。また、入力されたＴＶ電話端末２　３１の電話番号をＭＣＵ２
０へ伝えて、Ｓ４８でこれらの情報を転送して、ＴＶ電話端末３１をチャットに参加させ
て、ＭＣＵ２０からＴＶ電話端末３１へダイアルアウトするように指示を出す。これによ
りＳ４９とＳ５１で、ＴＶ電話端末３０、ＴＶ電話端末３１、オペレータサーバ５０によ
るテレビ会議が成立して、ＴＶ電話端末による３者のチャットが行える。
　なお、上記ではＭＣＵ２０からＳ４９で呼接続をして３者テレビ会議を行う例を説明し
たが、中継装置１０ｃがＴＶ電話端末３０の要求に基づいてＴＶ電話端末２　３１の呼を
接続して後、これをＭＣＵ２０に転送してテレビ会議に参加する動作としてもよい。
【００１５】
　以上により、ユーザ１およびユーザ２は、オペレータを含む３者のテレビ会議を開催す
ることが出来る。このときオペレータについては、中継装置１０ｃが空きとなっているも
のを任意に選択している。
　こうして、例えば通訳サービスなどを行う際に、ユーザ１は中継装置１０ｃへＴＶ電話
端末３０を通じて電話し、オペレータとしての通訳を交えて、会話したい相手であるユー
ザ２のＴＶ電話端末３１の電話番号を入力することにより、通訳者であるオペレータを含
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めたテレビ会議を開催することができ、通訳サービスを享受できる。
　あるいは許可を得て専門家をオペレータとして依頼し、その専門家を巻き込んだテレビ
会議を行うことができる。
【００１６】
　実施の形態３．
　上記の実施の形態では、中継装置がＴＶ電話端末との間の電話呼をＭＣＵへ転送する、
つまり仲介する例を説明したが、本実施の形態では、呼を転送することに代えて、中継装
置からＭＣＵに対して別途の番号呼を通知し、ＭＣＵはこの通知された呼に接続する。つ
まり中継装置はＴＶ電話端末とＭＣＵとの双方を繋げて文字通り中継接続する形態を説明
する。
　図９は、本実施の形態におけるシステム構成を示す図である。即ち中継装置１０ｄとＭ
ＣＵ２０間で画像通信回線が接続されて、各ＴＶ電話端末３０等は直接には中継装置１０
ｄとのみ電話の呼を交換する。即ち図１の構成において、転送処理部は回線接続部で受け
たＴＶ電話端末からの通信情報を選択されたＭＣＵと接続するＭＣＵ接続部に送信し、ま
たＭＣＵ接続部が受けた通信情報を回線接続部に送信する。
【００１７】
　次にシーケンスを示す図１０を用いて動作について説明する。
　中継装置１０ｄは、ＴＶ電話端末３０からの呼をＳ４３で受けると、Ｓ４１でＭＣＵ２
０から現在開催中のチャット情報を要求して、Ｓ４２でこれを取得して装置の画面上に開
催中チャット一覧として表示する。ユーザはＳ４５において、表示された一覧の中からＴ
Ｖ電話端末３０のＤＴＭＦ信号などを使って参加したいチャットを選択する。ここまでは
上記実施の形態での動作と同じである。
　中継装置１０ｄは、チャットに参加する端末の電話番号として、独自に用意した中継装
置１０ｄの発番号をＳ４６ｄでＭＣＵ２０に伝える。ＭＣＵ２０は目的のチャットに参加
するための電話番号を中継装置１０ｄへＳ４７で伝える。中継装置１０ｄはＳ４８ｄで、
その番号へＴＶ電話を発呼する。そしてＳ４９ｅでＭＣＵ２０と接続している画像情報を
Ｓ４９ｄでＴＶ電話端末３０に転送する。また逆方向のＴＶ電話端末からの画像情報につ
いても、上記と逆のＳ４９ｄ、Ｓ４９ｅの順でＭＣＵ２０に転送する。
【００１８】
　なお上記の説明では、中継装置１０ｄとＭＣＵ２０との間は専用の通信回線を設ける場
合を説明したが、当然のことながらＭＣＵ２０は通信網４０を経由して中継装置１０ｄと
接続し、しかしながらＴＶ電話端末３０等は通信網４０を経由するが中継装置１０ｄとの
み接続する構成としてもよい。
　以上の構成と動作により、ＴＶ電話端末３０等の電話番号をＭＣＵに伝えないので、Ｔ
Ｖ電話端末３０のユーザがその電話番号をＭＣＵへ伝えたくない場合でも、中継装置を介
して任意のチャットへ参加することができる。
【００１９】
　実施の形態４．
　本実施の形態では、先の実施の形態に加えて、外部にテレビ会議の通信内容である画像
、音声を加工する外部装置を接続し、ＴＶ電話端末からの内容が変更されてＭＣＵに転送
される構成を説明する。
　図１１は本実施の形態におけるシステム構成を示す図である。図において、図９の接続
形態に加えて、中継装置とＭＣＵ間に外部装置６０を設けている。外部装置６０は、中継
装置１０ｄより受けたＴＶ電話端末３０等からの画像情報や音声信号を加工してＭＣＵ２
０に送信する機能を持っている。
【００２０】
　次に動作についてシーケンスを示す図１２を用いて説明する。
　中継装置１０ｄは、ＴＶ電話端末３０からの接続要求をＳ４３で受けると、Ｓ４１で問
合せて、ＭＣＵ２０から現在開催中のチャット情報をＳ４２で取得し、画面上に開催中チ
ャット一覧として表示する。
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　ユーザはＴＶ電話端末３０上でＤＴＭＦ信号などを使って、Ｓ４４で表示された一覧の
中から参加したいチャットをＳ４５で選択する。ここまでは上記の実施の形態におけるシ
ーケンスと同様である。
　本実施の形態においては、ここで中継装置１０ｄはＳ４６ｅで、ＭＣＵ２０に対してチ
ャットに参加する端末の電話番号として、外部装置６０の発呼番号を伝える。ＭＣＵ２０
から中継装置１０ｄに目的のチャットに参加するための電話番号がＳ４７で伝えられる。
中継装置１０ｄはその番号を外部装置６０へＳ４６ｆとして伝える。更に中継装置１０ｄ
は外部装置６０へＳ４８ｄで発呼してＴＶ話接続し、この呼に応じて外部装置６０はＴＶ
電話接続を受けるとＭＣＵ２０へＴＶ電話接続を行う。
【００２１】
　外部装置６０では、中継装置１０ｄが中継したＴＶ電話端末３０等の画像や音声に対し
て加工を施す。例えば、色合いを変える、自画像の周りの部分にフレーム画像を表示する
、音声のピッチを変更する、等の加工を行う。
　こうして、実施の形態３に加えて、ユーザはＴＶ電話端末の画像や音声を外部装置によ
り加工した自画像・音声によって、テレビ会議に参加することが出来る。
　なお上記では、外部装置６０は中継装置１０ｄから独立した装置としたが、この情報加
工機能を中継装置内の開催中会議情報取得部と転送処理部とは別の、独立した部分に設け
て、つまり中継装置が外部装置の機能を併せ持つ構成としてもよい。
【００２２】
　本実施の形態における他の接続形態と動作について説明する。
　図１３はそのシステム構成を示す図であり、図１１の接続において中継装置１０ｅ内で
テレビ会議の情報ストリームをＭＣＵと外部装置とに分配する構成である。
　次に動作についてシーケンスを示す図１４を用いて説明する。
　中継装置１０ｅは、Ｓ４３でＴＶ電話端末３０からの接続要求を受けてその発番号を取
得する。またＭＣＵ２０等から現在開催中のチャット情報をＳ４２で取得し、画面上に開
催中チャット一覧として表示する。ＴＶ電話端末３０上でＳ４４によりこの情報を見て、
Ｓ４５でＤＴＭＦ信号などを使って表示された一覧の中から参加したいチャットをＳ４５
で選択する。ここまでは上記実施の形態の動作と同様である。
【００２３】
　中継装置１０ｅはＭＣＵ２０に対しチャットに参加する端末番号としてＴＶ電話端末３
０と外部装置６０の発呼番号をＳ４６ｅで伝える。その応答としてＭＣＵ２０は目的のチ
ャットに接続するための電話番号を中継装置１０ｅＳ４７で渡す。中継装置１０ｅは外部
装置６０に対して目的のチャットに接続するための電話番号をＳ４６ｆで渡す。中継装置
１０ｅは外部装置６０とＭＣＵ２０とに対して新たにＴＶ電話による発呼をＳ４８ｄとＳ
４８ｆで行う。外部装置６０はＴＶ電話をＳ４８ｄで着呼すると、中継装置１０ｅから送
付されたＭＣＵ２０の電話番号に対してＳ４８ｅで発呼する。
　また同時に、外部装置６０は中継装置１０ｅを経由してＴＶ電話端末３０から送られる
映像または音声に加工し、ＭＣＵ２０側へ送出する。加工とは、例えば、音声を認識し文
字を表示する、画像の動きに合わせたキャラクターを表示する、数秒間遅延させた音声と
画像を表示する、等がある。
【００２４】
　自画像の画面と自分が話している内容を文字にした画面の両方を含めたＴＶ会議を行う
場合、中継装置にてＴＶ電話端末側からのストリームを２つに分割し、片方の画像をＭＣ
Ｕ２０へそのまま送り、片方の音声は外部装置６０へ送る。
　外部装置６０では、ストリーム中の音声を認識し、文字情報に変換し、外部装置６０か
らＭＣＵ２０へ流すストリームにより、ＭＣＵ２０ではその文字情報を、例えば、図１５
の部分６１に示すように、テロップとして表示させる。このとき、元のストリームとは重
ね合わせず、文字情報だけを大きく表示し、読みやすいようにする。ＭＣＵでは、中継装
置から送られたストリームと、外部装置から送られた文字のストリームを、図１５のよう
に、分割表示などすることで、ＴＶ電話端末から送られた映像と、その音声を文字ににし
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た表示の両方を表示することができる。
　以上により、図１１、１２の接続と動作に加え、例えば自画像の画面と自分が話してい
る内容を文字にした画面の両方を含めたＴＶ会議を行うなど、通常のＴＶ会議では実施で
きない付加価値をつけることが出来る。
【００２５】
　実施の形態５．
　上記の各実施の形態は、構成要素が専用の要素であるとして説明をしたが、汎用の計算
機を用い、プロセッサとメモリを用意して、これらの専用要素に相当するプログラムをこ
のメモリ上に記憶して、同等の機能を得るようにしてもよい。
　即ち例えば既存のＭＣＵに上記の汎用の計算機を付加して、または汎用の計算機機能を
持つサーバに付加して中継装置相当を構成して、実施の形態１以降における各構成要素の
機能を搭載するようにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】この発明の実施の形態１における中継装置の内部詳細を示す内部構成図である。
【図２】実施の形態１におけるシステム全体を示す構成図である。
【図３】実施の形態１における各装置間で行われるシーケンスを示す図である。
【図４】実施の形態１等における中継装置の動作を示すフロー図である。
【図５】実施の形態１等における中継装置の動作を示すフロー図である。
【図６】実施の形態１等における中継装置のテレビ会議の一覧画像情報を表す図である。
【図７】この発明の実施の形態２におけるシステム全体を示す構成図である。
【図８】実施の形態２における各装置間で行われるシーケンスを示す図である。
【図９】この発明の実施の形態３におけるシステム全体を示す構成図である。
【図１０】実施の形態３における各装置間で行われるシーケンスを示す図である。
【図１１】この発明の実施の形態４におけるシステム全体を示す構成図である。
【図１２】実施の形態４における各装置間で行われるシーケンスを示す図である。
【図１３】実施の形態４における他のシステム全体を示す構成図である。
【図１４】実施の形態４における他の各装置間で行われるシーケンスを示す図である。
【図１５】実施の形態４における他のシステムで表示される画面例を示す図である。
【符号の説明】
【００２７】
　１０，１０ｃ，１０ｄ，１０ｅ　中継装置、１１　回線接続部、１２　チャット選択部
、１３　画像処理部、１４　開催中会議情報取得部、１５　ＭＣＵ接続部、１６　転送処
理部、１７　制御部、２０　ＭＣＵ１、２１　ＭＣＵ２、３０　ＴＶ電話端末（１）、３
１　ＴＶ電話端末ｎ、５０　オペレータサーバ、１４１　ＭＣＵ一覧情報部、１４２　Ｍ
ＣＵ登録部、１６１　ＴＶ電話端末電話番号取得部、１６２　呼接続転送部、Ｓ４０ａ　
チャット開催通知ステップ、Ｓ４０ｂ　チャット参加ステップ、Ｓ４１　実行中チャット
一覧取得ステップ、Ｓ４２　実行中チャット情報転送ステップ、Ｓ４３　ＴＶ電話呼接続
ステップ、Ｓ４４　チャット一覧画面情報取得ステップ、Ｓ４５，Ｓ４５ｃ　チャット選
択ステップ、Ｓ４５ｂ　６４ｋＡＶ呼接続ステップ、Ｓ４６　端末番号・参加者追加通知
ステップ、Ｓ４６ｄ，４６ｅ　参加者追加通知ステップ、Ｓ４６ｆ　ＭＣＵ電話番号通知
ステップ，Ｓ４７　ＭＣＵ電話番号通知ステップ、Ｓ４８　電話端末番号転送ステップ、
Ｓ４８ｄ，４８ｅ，４８ｆ　発呼ステップ、Ｓ４９，Ｓ４９ｄ，４９ｅ，４９ｆ　ＴＶ電
話呼接続ステップ、Ｓ５０　ダイヤルアウト接続ステップ，Ｓ５１　チャット参加ステッ
プ、Ｓ６１　ＭＣＵとの通信接続ステップ，Ｓ６２　ＴＶ電話端末からの接続要求チェッ
ク・ステップ、Ｓ６３　開催中のテレビ会議情報送信要求ステップ、Ｓ６４　開催中テレ
ビ会議情報取得ステップ、Ｓ６６　画像処理して開催中のテレビ会議一覧を表示するステ
ップ、Ｓ６７　テレビ会議一覧送信ステップ、Ｓ６８　チャット選択された内容を伝える
ステップ、Ｓ６９　ＴＶ電話番号取得ステップ、Ｓ７０　チャット参加者通知ステップ、
Ｓ７１　ＭＣＵ電話番号取得ステップ、Ｓ７２　呼転送ステップ。
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